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読者からのお便り 「憩いの自然体験」。自然が大好きです。子どもと出かけられる情報がたくさんで興味を持ちました。（伏見区　中谷さん）

【問合せ】 自転車政策課　
 ☎222-3565　FAX213-0017

府市協調を着実に推進
　平成21年７月に行われた市
長と知事の懇談会では、鴨川

の放置自転車対策などについて合意。こ
れに基づき府から無償で提供された、く
いな橋保管所を拡張して開所します。

　

対
象
10
月
１
日
以
降
に
京
都
駅
・
Ｊ
Ｒ
丹
波
口
駅
・

地
下
鉄
五
条
駅
付
近
で
撤
去
す
る
自
転
車
・
原
動
機

付
自
転
車
。
所
在
地
＝
伏
・
竹
田
中
島
町
。
受
付
日

時
＝
毎
日
（
年
末
年
始
は
休
み
）
、
午
前
10
時
半
～
午

後
６
時
。
返
還
に
必
要
な
も
の
＝
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
、
自
転
車
な
ど
を
特
定
で
き
る
も
の

（
鍵
、
保
証
書
な
ど
）
、
撤
去
保
管
料
（
自
転
車
１
台

２
千
300
円
、
原
動
機
付
自
転
車
１
台
４
千
600
円
）
、
印

鑑
。
※
保
管
場
所
・
返
還
手
続
き
の
詳
細
は
、
撤
去

場
所
の
立
看
板
な
ど
に
も
記
載
。
な
お
、
９
月
30
日

以
前
に
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
は
、
伏
見
津
知
橋
保

管
所
（
伏
・
景
勝
町
）
で
保
管
。

くいな橋保管所を開所10／1〜

【
問
合
せ
】 

文
化
芸
術
企
画
課  

☎ 

366
・
0
0
3
3
　
FAX 

213
・
3
1
8
1

京都駅などでの
撤去自転車を保管

【問合せ】 政策調整担当　 ☎222-3034　FAX213-0286

　
　

近
年
、京
都
会

館
に
は
施
設
の
老
朽

化
や
設
備
・
機
能
の

不
足
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
し
、

現
代
の
利
用
需
要
に
適
合
さ
せ
る

た
め
に
再
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

先
般
実
施
し
た
岡
崎
地
域

の
都
市
計
画
制
限
な
ど
の
見
直

し
に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
で

も
、京
都
会
館
に
つ
い
て
の
意
見

を
い
た
だ
き
、再
整
備
に
賛
成
す

る
声
が
反
対
の
倍
以
上
あ
り
ま

し
た
。

　
　

市
民
・
利
用

者
・
専
門
家
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
６

月
に
策
定
し
た「
京
都
会
館
再

整
備
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、第

一
ホ
ー
ル
を
建
て
替
え
、他
は
全

面
改
修
し
ま
す
。既
存
の
建
物

価
値
は
継
承
し
な
が
ら
、利
用

者
や
来
場
者
の
要
望
に
応
え
る

公
共
ホ
ー
ル
と
し
て
再
生
を
目

指
し
ま
す
。　

　

平
成
２３
年
度

内
に
基
本
設
計
、

24
～
26
年
度
に
実

施
設
計
と
工
事
を
行
い
、26

年
度
中
の
工
事
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

な
ぜ
京
都
会
館
を

再
整
備
す
る
の
？

ど
ん
な
風
に

再
整
備
す
る
の
？

今
後
の
予
定
は
？

QQQ

A A A

　

民
間
資
金
の
導
入
に
よ

り
京
都
会
館
（
左
・
岡
崎
）

の
再
整
備
と
舞
台
芸
術
振

興
を
促
進
す
る
た
め
、
こ

の
程
、
同
会
館
の
命
名
権

売
却
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ム

株
式
会
社
と
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
契
約
締
結
は
、

新
し
い
京
都
会
館
の
誕
生

を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
も

の
で
す
。

<

契
約
の
内
容>

　

会
館
全
体
、
第
一
・
第

二
ホ
ー
ル
、
会
議
場
な
ど

の
命
名
権
。
契
約
期
間
＝

再
整
備
後
の
同
会
館
の
開

館
日
か
ら
50
年
間
。
契
約

金
額
＝
50
億
円
（
別
途
消

費
税
）
を
一
括
で
納
入
。

　

学
識
経
験
者
や
舞
台
技

術
者
、
地
元
関
係
者
な
ど
で

構
成
。
日
本
を
代
表
す
る

近
代
建
築
物
で
あ
る
同
会

館
の
建
物
価
値
を
検
証
し
、

次
代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
、
建
て
替
え
を
行
う
第

一
ホ
ー
ル
の
外
観
デ
ザ
イ

ン
な
ど
基
本
設
計
の
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

建
物
価
値
の

継
承
に
向
け

検
討
委
員
会
を
発
足 文

化
の
殿
堂
・

京
都
会
館
の
再
生
へ

命
名
権
を
50
年

50
億
円
で
売
却

　

９
月
16
日
、
門
川
大
作
市
長

と
山
田
啓
二
知
事
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
懇

談
会
で
は
、
防
災
対
策
や
節
電
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、

衛
生
研
究
所
の
連
携
な
ど
、
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
取

組
を
中
心
に
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
懇
談
会
の
内
容
を
踏

ま
え
、
市
と
府
の
幹
部
同
士
、

実
務
者
同
士
で
の
協
議
の
場
「
府

市
行
政
協
働
パ
ネ
ル
」
な
ど
に

お
い
て
協
議
。
府
市
協
調
の
下
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
に
向
け
、
府
市
の
政
策
の

融
合
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

懇談の主な内容
○防災対策
　　原子力発電所事故等に備えるため、
左京区久多地域など市内 3カ所へのモ
ニタリングポスト（放射線測定装置）の
設置を行うとともに、放射性物質の拡散
予測（Ｓ

ス ピ ー デ ィ
ＰＥＥＤＩ）のデータの公表を国

に求めていくなど、今後の防災対策に
府市協調して取り組んでいくことで一致。

○節電、再生可能エネルギーの促進
　　今年の冬、来年の夏の節電に向け、
府市共通の目標を設定して府民・市民
に呼び掛けていくことで合意。また、太
陽光発電設備の設置など、再生可能エ
ネルギーの利用を、府市協調の下でより
一層拡大していくことを確認。

門川市長と山田知事が懇談
防災対策などで府市協調を更に推進

○府・市の衛生研究所の連携
　　食の安心安全や新型インフルエンザの検
査、放射能検査などで重要な役割を果たす
府市の衛生研究所について、府市の法律
上の責任と独自性を踏まえながら、より一層
効果的、効率的な施設のあり方を検討してい
くことで合意。
○生活保護に係る就労支援の充実・強化
　　増加する生活保護受給者の自立支援に向
け、生活保護行政を担当する市と主として労
働行政を担当する府が連携して取組を推進。
京都ならではの自立支援のモデルを構築し、
国にも政策提案していくことで合意。

○世界遺産条約締結４０周年行事の誘致
　　平成24年11月に実施予定の４０周年行事
の誘致に府市連携して取り組むことで合意。


